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2．F－C間 
 給水栓C      損失水頭  2.3m 
 給水管の損失水頭 
  C－C’ 600/1,000×1.5m = 0.9m 
  C’－F 100/1,000×(1.5m + 1.5m + 2.0m) = 0.5m 
 高低差    0.0m 
          合計  3.7m   ② 
 
3．F－E間 
 給水栓E      損失水頭  0.8m 
 給水管の損失水頭 
  E－E’ 200/1,000×1.0m = 0.2m 
  E’－F 40/1,000×2.0m = 0.08m 
 高低差    0.0m 
          合計  1.08m   ③ 
 以上から損失水頭が最も大きい①の F－A 間のみを

考慮すればよい． 
 なお，F－E間は最も損失水頭が小さいことが明白な

のでこの計算は省略すると時間が節約できる． 
4．G－F間の損失水頭 
 分水栓        0.9m 
 止水栓        2.7m 
 水道メーター     3.0m 
 給水管の損失水頭 
       40/1,000×(6.0m + 1.0m) = 0.28m 
 高低差   1.0m (= 4.5m − 2.5m − 1.0m) 
          合計  7.88m   ④ 
5．全所要水頭 
  全所要水頭は①+ ④で算出される． 
    4.7m + 7.88m = 12.58m ≒ 12.6m 
 以上から（2）が正解．       答（2） 
 

 
2．F－C間 
 給水栓C      損失水頭  2.3m 
 給水管の損失水頭 
  C－C’   600 / 1,000×1.5m = 0.9m 
  C’－E’  100 / 1,000×(1.5m + 1.5m )= 0.3m 
  E’－F   200 / 1,000×2.0m= 0.4m 
 高低差    1.5m 
          合計  5.4m   ② 
3．F－E間 
 給水栓E      損失水頭  0.8m 
 給水管の損失水頭 
  E－E’ 200 / 1,000×1.0m = 0.2m 
  E’－F 200 / 1,000×2.0m = 0.4m 
 高低差    1.0m 
          合計  2.4m   ③ 
 以上から損失水頭が最も大きい②の F－C 間のみを

考慮すればよい． 
 なお，F－E間は最も損失水頭が小さいことが明白な

のでこの計算は省略すると時間が節約できる． 
4．G－F間の損失水頭 
 分水栓        0.9m 
 止水栓        2.7m 
 水道メーター     3.0m 
 給水管の損失水頭 
       350 / 1,000×6.0m = 2.1m 
 高低差   1.0m (= 4.5m − 2.5m − 1.0m) 
          合計  9.7m   ④ 
5．全所要水頭 
  全所要水頭は②+④で算出される． 
    5.4m + 9.7m = 15.1m 
 以上から（4）が正解．       答（4） 
 

 


